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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究は花粉からの不定胚形成の機構を生理的に解明することを主目的としている。植物材料と
しては遺伝的にも研究の進んでいるタバコを用いた。そして、霜ラ花粉を合成培地上で培養しヨ種々
の化学的，物理的処理を行ない，それらに対する花粉の反応を解析した。本研究は同時に花粉から
の不定胚形成率を高めるための有効な方法をも明らかにすることになり雪有用植物の育種ヨ遺伝の
研究に貢献する副次的な意義も有している。
　以下に主な実験結果の概要を述べる。
1．まず約から分離した花粉から直接不定胚を誘導する実験系を確立し守つづいて不定胚を構成す
　る細胞の数。大きさを正確に計測する方法を考案した。さらにこれらの手法を用いて、不定胚形
　成初期における細胞分裂の様相、すなわちラ分裂速度と細胞体積の経時的変化を調査した。この
　結果害不定胚誘導期は次の3段階から成っていることが判明した。まず雪花粉内で細胞分裂が連
　続して起る結果ラ個々の細胞体積が急激に減少するEmbryoge篶ic　poue巫gra量n期里次に細胞体積
　の増加がみられる球状胚前期ラ最後に短い平均細胞世代時問を示す球状胚後期である。
2．種々の生長調節物質の不定胚形成に対する作用を調査した。グルタミンラグルタミン酸うアス
　パラギンヨアスパラギン酸，プロリンは著るしい促進効果を示し、セリン事アルギニンは阻害的
　であった。天然サイトカイニンのゼアチンは促進効果を示したが，合成サイトカイニンのベンジ
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ルアデニンをはじめヨインドール酢酸ラ2，4－Dは阻害的に働き雪アブシジン酸は継続的に与えた
場合ヨ不定胚の発達を完全に抑制した。
3　不定胚の誘導に対する環境気体条件のおよぼす影響について調査した。五〇～90分の減圧処理は
著るしく促進的であったがラ24時問以上の処理は阻害的に働いた。短時問の減圧処理による不定
胚形成の促進効果はラ減圧そのものの物理的影響によるものではなく雪酸素分圧の一時的低下に
よるものであることを明らかにした。そしてN。中に2．5－5％のO。が含まれている場合に最高の
不定胚形成率を与えることが示された。また短時間の減圧処理はその後の花粉の呼吸においてCN一
量皿S鎚S並iV量tyを減少させることも認められた。
4　Water－stressを約に与えることが不定胚形成率を高めることを明らかにした。W就er－stress処理
は約および花粉の内生アブシジン酸の量を一時的に増大させた。一方ヨWater－stress処理を与えな
　くとも，花粉を含む霜にアブシジン酸を与えると著るしく不定胚の形成が促進された。これらの
結果に基き害不定胚形成におけるアブシジン酸の役割につき論議した。
5　アブシジン酸の作用機作の一つは㎜RNA合成の阻害であることが知られているのでうその他の
㎜RNA合成阻害剤の作用についても調査した。花粉が不定胚形成へと向うための第1回目の分裂
に要する時問はAct量no㎜ycin－Dによって2日間短縮された。電気泳動法を用いて不定胚形成期に
おける蛋白質の質的変動を調べた結果曾不定胚形成期に特異的に生ずる蛋自がありヨこれら蛋白
の生成はActinomyc虹一D処理により分裂と同様2日問早められることが示された。
審　　査　　の　　要　　旨
　上記の研究は花粉からの不定胚形成について現在まで未知であった環境条件の影響とその生理的
背景を明らかにしたものでラこの分野における研究としては価値の高いものである。また著者によっ
て見出された様々な処理効果は、半数体植物の作出に直接結びつくものでありラ育種ヨ遺伝学研究
への応用における意義も非常に高い。
　よって雪著者は理学博土の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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